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要 旨

本研究の目的は、支援者が、知的障害のある青年期女子のセクシュアリティにおける自己決定

を、どのように捉えているかを明らかにすることである。知的障害のある青年期女子の自己決定

や男女交際・結婚・育児に関する相談、自分らしく生きることや活動を広げるために何が必要か

などについて、支援者がどのように受け止めているかインタビューを行った。得られたデータを

質的に分析した結果、支援者の知的障害のある青年期女子のセクシュアリティにおける自己決定

の促えは、【自律への葛藤】【自己決定を支えるサポート】の つのコアカテゴリーにより構成さ

れていた。セクシュアリティにおける自己決定は、家族や支援者などの考え方に影響を受け、彼

女たちを取り巻く様々な人々の社会的なつながりの中で支えられていた。現実には多くの支援に

より、自己決定は支えられているといえる。
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【緒 言】

知的障害者の歴史において、彼らは自らの

人生を生きる主体ではなかった。そして、温

情主義に基づく保護主義や優生思想に基づく

脅威視などがあり、彼らを一個の人格として

正当に受け取る姿勢は全く見られていなかっ

た。しかし、 年のワルシャワ宣言 ）にお

いて、 すべての知的障害者は、人間的尊厳

が明確に与えられており、自由と権利はその

重視の結果である として、自由や権利につ

いて提起されている。この自由や権利が具体

的に守られるためには様々な機会が保障され

なければならない。まず、生存権に始まり、

支援体制の整備、様々な場面への本人参加・

自己決定などが重要になってくると思われ

る。松友 ）は、 今後の知的障害者の権利擁

護は、 本人活動 の拡大と充実を抜きには

考えられない と述べている。

特別支援学校卒業後、男女交際・結婚・育

児の場面における青年期女子のセクシュアリ

ティの課題を見据えた時、知的障害のある女

子において、自己決定が必要な場面に出くわ

すことがあると思われる。平田 ）は、 知的

障害をもつ人の自己決定権を尊重するために

は、障害者の判断力の不十分な点を適切に支

援することが重要である と述べている。ま

た、 自己決定をなしうるというためには、

決定しうるだけの情報もなければいけない

し、どうしたらいいのか思考順序を整理して

考えを進めることが必要だろう と述べてい

る。その自己決定の場面において、適切な相

談体制やサポートがあれば、より豊かな人生

を送れるのではないかと考える。ゆえに、彼

らのセクシュアリティの権利を認め支援して

いく体制を整えていくことが大切だと思われ

る。

特別支援学校卒業後、知的障害のある青年

期女子の男女交際・結婚・育児における自己

決定を支えるうえで、支援者に最も要求され

ることの一つは、 当事者の声に十分耳を傾

け、彼らの視点でものを見ることである。傾

聴し、理解し、感受性の強い支援者こそが、

信頼関係の基盤を築けるのである ）。知的

障害者がセクシュアリティにおける自己決定

をするにあたって、支援者の存在や支援者の

男女交際・結婚・育児における捉え方やサ

ポートに対する認識が大きく影響すると考え

る。

本研究では、支援者が知的障害のある青年

期女子のセクシュアリティの自己決定をどの

ように捉えているのか明らかにし、知的障害

のある青年期女子が自律して生きる力を高め

るための示唆を得ることを目的とした。

【用語の定義】

本研究では、以下のように用語を定義して

使用する。

．知的障害

自立支援法による障害程度区分 ）を参考に

し、障害区分 の支援度の低い女子で、

就労継続支援を受けながら、グループホー

ム・ケアホーム等で生活している者とする。

．青年期

知的障害者の心理的・社会的側面を考慮

し、 歳までの年齢の者とする。

．セクシュアリティ

性器や性行動だけでなく、人間関係や愛

情・友情・思いやりなどの人間関係における

社会的、心理的側面を含めた幅広い概念であ

り、生命尊重や人権尊重の考え方の基盤であ

る。本研究においては、男女交際・結婚・育

児を通しての人間関係や生き方などに焦点を

おく。

．支援者

生活・就労支援や居住支援を通して知的障

害のある青年期女子と関わっている者。
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．自己決定

知的障害者が適切な支援による情報提供や

助言・見守りの中で、自分の主張や行動に

よって、自分がおかれている状況を変えるな

ど、自分に関わることを自分で決めていくこ

と。

【研究方法】

．研究デザイン

質的帰納的研究

．対象者

）人数 以下の要件全てを満たす 名程

度で、各施設長からの選出とした。

）要件

（ ）入所更生施設・入所授産施設・通勤

寮・グループホーム等に勤務している支

援者

（ ）支援度の低い青年期女子に関わった経

験のある者

（ ）性別・年齢・資格は問わない

．データ収集方法

作成したインタビューガイドを用いて面接

を行った。場所は、プライバシーの守れる個

室で行った。時間は、 人 分程度とした。

内容は、対象者に許可を得てテープレコー

ダーに録音し、対象者ごとに、逐語録を作成

した。しかし、録音を断られた場合は、イン

タビュー中に記録を取ることについて許可を

得た。

．データ収集期間

平成 年 月中旬 月末日

．データ内容

）対象者の特性 経験年数・性別・年

齢・資格・結婚の有無

）インタビューガイド

（ ）自己決定について（自分に関わること

を自分で決めていくこと）

知的障害者が自分の行動を主張し自己

決定することをどのように思われます

か。

知的障害のある青年期女子から男女交

際における相談があった時、彼女たち

の自己決定をどのように受け止め支え

ていけばよいと思われますか。

知的障害のある青年期女子から結婚・

育児における相談があった時、彼女た

ちの自己決定をどのように受け止め支

えていけばよいと思われますか。

（ ）権利擁護について（自分らしく自立し

て生きる力を高めるための支援）

知的障害者が自分らしく自立して生き

ていくために、あなたはどのような支

援が必要であると思われますか。

知的障害者が自分自身の活動を広げ充

実していくためには何が必要であると

考えられますか。

．データ分析方法

支援者が捉えた知的障害のある青年期女子

のセクシュアリティにおける自己決定に焦点

をあて、データを分析しカテゴリー化した。

さらにカテゴリー間の類似性や関連を検討し

た。

【倫理的配慮】

各施設長から対象者選出の協力を得たうえ

で、研究者が対象者に、研究の趣旨・研究参

加の自由意思・拒否の権利・途中中断が可能

であること・プライバシーの保護・個人情報

守秘の厳守・研究論文の公表の可能性等を説

明し、同意が得られた人のみを対象とした。

研究参加の同意は、同意書に署名、捺印を得

た。また、データは研究者が責任を持って管

理した。なお、本研究は、倫理委員会の審査

の承認を受けて実施した。

支援者の捉えた知的障害のある青年期女子のセクシュアリティにおける自己決定（岡田・尾原）



【結 果】

．対象者の概要

本研究の対象者は、入所更

生施設・入所授産施設・通勤

寮・グループホーム等で勤務

し、支援度の低い知的障害の

ある青年期女子に関わった経

験のある者 名であり、 名が経験年数 年

以上であった。（表 ）

．分析結果

支援者が知的障害のある青年期女子のセク

シュアリティの自己決定をどのように捉えて

いるのか明らかにするためにデータを収集

し、分析を行なった。その結果、支援者が捉

えた知的障害者の自己決定は、 コアカテゴ

リー（以下【 】で示す）、 カテゴリー（以

下 で示す）、 サブカテゴリー（以下

《 》で示す）より構成されていた。（表 ）

次に、 つのコアカテゴリーについて説明

する。枠内に、各カテゴリーの事例を示す。

）自律への葛藤

【自律への葛藤】とは、知的障害のあ

る青年期女子が自己決定していこうとす

る力に対して、社会や家族・支援者など

の考えが影響する要因となり、知的障害

のある青年期女子が自己決定に向かう気

持ちに躊躇が生じることであり、 カテ

ゴリー 社会・家族の影響 自己決定

力と生活の見通し から構成されていた。

（ ）社会・家族の影響

社会・家族の影響 とは、社会の考

えや家族や支援者などのパターナリズム

的な考えが、知的障害のある青年期女子

の自己決定に影響する要因となることで

あり、 サブカテゴリー《自己決定を尊

重する社会》《自己決定を阻む家族や周

囲の考え》が抽出された。

自己決定を尊重する社会

《自己決定を尊重する社会》とは、知

的障害のある青年期女子の自己決定を尊

重しながら関わっていこうとする支援者

が多く、周囲も自己決定を批判せずに認

めるようになってきたことを表している。
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表 対象者の概要

対象 性別 年齢 経験年数 対象 性別 年齢 経験年数

女 代 年 女 代 年

女 代 年 女 代 年

女 代 年 女 代 年

男 代 年 女 代 年

男 不詳 年 女 代 年未満

表 支援者の自己決定の捉え方

コアカテゴリー カテゴリー サブカテゴリー

）自律への葛藤

（ ）社会・家族の影響
自己決定を尊重する社会

自己決定を阻む家族や周囲の考え

（ ）自己決定力と生活の見通し

支援を必要とする自己決定

生活や現実の中での自己決定力

生活の見通しと忍耐力

）自己決定を支え

るサポート

（ ）力や考えを支える
お互いの意見や考えを出しあう

力を最大限に生かす

（ ）じっくりと思いを受け止める

時間をかけて関わる

信頼関係を築きながらの助言

思いを大切にした関わり



自己決定を阻む家族や周囲の考え

《自己決定を阻む家族や周囲の考え》

とは、家族のパターナリズム的な考えや

支援者の自己決定に対する捉え方が、知

的障害のある青年期女子の自己決定に影

響することを表している。

（ ）自己決定力と生活の見通し

自己決定力と生活の見通し とは、

支援者のサポートを受けながら、知的障

害のある青年期女子が自律する力をつ

け、将来に対する生活の見通しを持つこ

とであり、 サブカテゴリー《支援を必

要とする自己決定》《生活や現実の中で

の自己決定力》《生活の見通しと忍耐力》

が抽出された。

支援を必要とする自己決定

《支援を必要とする自己決定》とは、

知的障害のある青年期女子自己決定をし

ていくことに、肯定できない部分もあり、

支援が必要であることを表している。

生活や現実の中での自己決定力

《生活や現実の中での自己決定力》と

は、知的障害のある青年期女子が、支援

者の意見や精神的なサポートを受けなが

ら一歩ずつ自己決定していく。その自己

決定力を日々の生活の場面から身につけ

ていくことを表している。
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事例
まず自己決定を反対することはない

と思います。とても突拍子でもない限り、
結婚したいとか、子どもが欲しいとかいう
事に関して、私から止めた方がいいという
ことはまずないですね。 それがいい結果
か悪いかは別にして、やはり自分でこうし
たいと言えば、（中略）周りは批判なしで、
そういう選択もありなのかな、みたいな所
ですよね。

自己決定は当たり前の事だと思いま
す。自己決定は尊重していかないと、私た
ちが反対するものではないと思っていま
す。

事例
かえって駄目ですよと言うのは、保

護者のバックが強い所ですよね。（中略）
恋愛もままならん結婚もままならんという
のが見えてますよね。

昔、結婚なんかも自分たちはできな
いと思っていたのじゃないかな。以前だっ
たら。まず自分たちでは決められない、自
分たちで決めてはだめ、もちろん親とか周
りの協力がなければできないですけど

できるだけ自己決定を尊重して対応
をしています。しかし、何もかも自己決定
でしてしまうと、（中略）どっかで線を引
いてあげることが必要かと思いますけど。

バックの家族さんですね、そこで結
婚を承知で来ている場合は問題ないですけ
ど、家族さんにもお知らせしながら連絡を
取って、そういう風なことから始めますよ
ね。

ありとあらゆる社会資源を使って、
手を尽くせば、やってはいけるのだけど、
そんなことでいいのかなって気はある。

事例
自己決定、自己決定に任せてもいけ

ないと思うので。
こうしたいということが、時期がず

れていたりとか、内容が少しずれていた
り…。 ちょっと難しいかもしれませんね

事例
わからないと言う所は一緒に考えて、

“こんなこんなこんなのはどう”“できそ
うだ”と言ったら、“そしたらこうしよう”
というように自分で考えて、まあやってみ
て、取りあえず一歩進んで。 すごく今本
当にもう現実に突き刺さった時にひがちに
なりますよね。自分のことですから。（中略）
やらなければと思った時にはやりますよ。
損得感情というか、利になるか害になるか、
その選択はすごく鋭いですよね。

気持ちの不安定な方、弱い方ってい
うのは恋愛ですごくダメージを受けてしま
います。だから、その辺りのフォローです
よね。だから制限するとかじゃなくて。

グループホームの生活の中で、決定
しなさいっていう場面になるのですよね。



生活の見通しと忍耐力

《生活の見通しと忍耐力》とは、知的

障害のある青年期女子の結婚や育児に対

する自己決定には、経済的な基盤など生

活に対する見通しや生活を維持していく

ための忍耐力を伴うことを表している。

）自己決定を支えるサポート

【自己決定を支えるサポート】とは、

知的障害のある青年期女子の思いを受け

止めながら、生きる力を高められるよう

に考えを支えていくことであり、 カテ

ゴリー 力や考えを支える じっくり

と思いを受け止める から構成されてい

た。

（ ）力や考えを支える

力や考えを支える とは、知的障害

のある青年期女子が、力を最大限に生か

せるように考えや意見を支えていくこと

であり、 サブカテゴリー《お互いの意

見や考えを出しあう》《力を最大限に生

かす》が抽出された。

お互いの意見や考えを出しあう

《お互いの意見や考えを出しあう》と

は、支援者として対応していくためには、

どんな内容が必要で何が困難となってい

るか、知的障害のある青年期女子と共に

互いに意見や考えを出しあうことを表し

ている。

力を最大限に生かす

《力を最大限に生かす》とは、知的障

害のある青年期女子が、自分の力で解決

していくことを見守ったり、経験できる

チャレンジの場やきっかけづくりをした

りなど、知的障害のある青年期女子が力

を最大限に生かせるように関わることを

表している。
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事例
でも時々かわいそうだなと思うとき

はありますね。“でも、好きな人と一緒に
なって仕方がないでしょ”という感じです
よね。ある程度。

ずっと話し合って、経済的な部分は
どうなのか、住まいの場所はどうするのか、
いっぱい話し合わなければいけないでしょ
うね。
仮に経済的に無理だというとしたら、経
済力がつくまで、今のまま頑張ろうかって
いうことになるかもしれないし、経済的な
援助を受けることの話をするのも選択肢の
一つにするかもしれない。

子育ての自己決定のサポートには、
産まれてくる子どものこと、生活の安定、
母親になる準備や心構えが大切であると思
う。

事例
もっと時間をかけること、相手のこ

とをよく知ること、経済状態のことも、保
護者のことも、周囲を固めてからいった方
がいいと反対意見を言った所なのです
が・・・

難しいことですよね。何が必要、逆
に何が足らないのかっていうのも・・・

女としての話ですね。（中略）本当
に子どもに言うような話ですね、ずっと
言っています。力がはいりますね。その時
には。何をどうなんだという気持ちで。そ
んなものなのかっていう話も結構します
ね。 私たちも相手の存在がわかっていれ
ば、もっと対応の仕方もありますけど、今
やそういう時代ではない。

駄目なことはダメとはっきり言って
いる。いけない部分をきちんと伝える。き
れいな部分だけではダメだと思う。

事例
自分たちが意図しない選択をしてい

てもそれは見守るしかない、というような
感じでいっています。

でもね、私たちでもわからないけど
ね、経験をしないと。いくら、私たちが口

本人たちは、すご く困ってしまいます。
もう小さなことですよ。

やはりそんな時は、少しずつ修正の
手を加えて、私はこう思うけど、こうした
方がいいのではない、考えてみてという所
に持って行く。



（ ）じっくりと思いを受け止める

じっくり思いを受け止める とは、

支援者が、知的障害のある青年期女子と

信頼関係を築きながら、時間をかけて

じっくりと思いを受け止めることであ

り、 サブカテゴリー《時間をかけて関

わる》《信頼関係を築きながらの助言》《思

いを大切にした関わり》が抽出された。

時間をかけて関わる

《時間をかけて関わる》とは、知的障

害のある青年期女子が失敗しても、支援

者は繰り返し、時間をかけて関わること

を表している。

信頼関係を築きながらの助言

《信頼関係を築きながらの助言》とは、

何げない関わりの中で、支援者が、知的

障害のある青年期女子と信頼関係を築き

ながら歩み寄り助言をすることを表して

いる。

思いを大切にした関わり

《思いを大切にした関わり》とは、支

援者が否定や干渉をせず、知的障害のあ

る青年期女子の目線に合わせ、決して支

援者の考えを押しつけることなく思いを大

切にした関わりをすることを表している。

支援者の捉えた知的障害のある青年期女子のセクシュアリティにおける自己決定（岡田・尾原）

事例
ですから、多少なりとも、理解があっ

て、常に引っ張ってくれて、定着するまで
手を足すというように・・・

繰り返し繰り返し話をしないと、そ
の自己決定の部分で、自分たちの考えで、
よし子どもを作ろうとなってしまう可能性
もある。それはいけないとはいい切れない
けどね。

結構聞いているみたいですけど、失
敗しますね。またかという繰り返しですけ
ど、めげません。

事例
あまり叱らないので“はい”とよく

いうことを聞きますけどね。それだけ怒ら
れることはどうも悪いことだという感じ
で。 割合心の許せる中になっているから、
つっこんだ話ができるようになると思いま
す。

“相手をよく今は見る期間、今そん
なにけんかしていたら、結婚すると、もっ
とけんかをするかもしれないよね”と言う
感じの話をしたことはありますけど。

伝え方というのは、それぞれ相手が
あることですので、その人と自分との関係
の位置づけというのもあるのですよ。

その間には色々と問題行動があるな
ど、注意もしながら、色々助言もしなが
ら・・・。結局大変な事態になっていくと
いうのが現状でしょうかね。 近づいて来
てくれる人はお話もしますけど、（中略）
ここでアパートで暮らしたいので、あまり
関わりを持ちたくないって言う人も、その
人たちも大歓迎ですよね。

で、“ああだよ、こうだよ”と言ってもね、
わからないでしょう。

頼られるというのは、悪い気はしな
いので、外から見守っているという感じで
すね。
具体例ではないけど、彼女たちでも知っ
ている話題もあると思うので。ちょうど、
その時に当てはまる話題があれば・・・

基本的には自分の介入によって、引
いたり進んだりはしないように、本人たち
のスピードを尊重するというか・・・ で
きるだけ、反社会的でない限りは、その人
の生き方とか、その人の希望とかを実現で
きるその場の提供ですね。そのチャレンジ
する場の提供。

人が生活し始めると 人の問題で、
もちろん何かあれば来てくれたりしますの
で、まあ、そういう風に。

事例
どうしたいのという（強調した口調）、

こうこうこうだからあきらめたらと言う様
な話をすると、心を開いてくれません。言っ
ても無益と思うでしょうね。
（前略）見通しを立てたら消極的になり
ますけどね、極力それは縁の下。

若い子と私たちくらいの年齢は、（中
略）古い考え方を押しつけると相手も嫌と
感じることはあるし・・・



【考 察】

）自律への葛藤

支援者は、現実には、障害者の自己決定を

尊重する社会になってきたものの、“かえっ

て駄目ですよと言うのは、保護者のバックが

強い所ですよね”や“何もかも自己決定でし

てしまうと、（中略）”等の事例中の語りにあ

るように、家族や支援者等の考えが障害者の

自己決定に影響することについて述べてい

た。 知的障害をもつ人の自己決定権を尊重

するということは 自立した個人 として捉

えることから出発する。障害者を取り巻く、

家族や支援者等の社会全体から出発してしま

うと、知的障害をもつ人は、パターナリズム

の保護の網の目に絡みとられてしまう危険性

がある ）。すなわち、知的障害のある青年

期女子が、自己決定していく場面において、

本人が情報をどのように受け止めることがで

きるか、本人の判断力がどのくらい備わって

いるか、また結果に対する責任をどのように

受け止めることができるか等を踏まえた支援

が大切になってくると思われる。笠原 ）の研

究よると、知的障害者の自己決定の支え方と

して、 一緒に考えてくれる人がいるのも大

事 手伝ってもらえればいろんなことがで

きる と述べている。つまり、支援者は、知

的障害のある青年期女子が、現実の生活の中

で何を自己決定しようとしているのか、どん

な支援を求めているのか相手の思いを十分に

支えながら関わっていく必要があると考えら

れる。

さらに、結婚や育児に対する自己決定には

経済的な基盤など生活に対する見通しや忍耐

力が必要である。 障害者が、家族や支援者

等の意図を感じつつ、それに従って行動する

ことと、それによって自分の思いにズレが生

じ、考えを高めることができない場合には、

大きな葛藤が生じる ）。障害者は、特別支

援学校を卒業後、社会に出て様々な人々の価

値観に出会い悩み、葛藤が生じる場面も多々

あると推測する。しかし、家族や支援者等の

サポートを受けながら、この葛藤を乗り越え

て、自己コントロールし自分らしさを見つけ

成長すると考えられる。知的障害のある青年

期女子が、将来を見通して自己決定する力を

養い自律へと向かっていく中で、支援者の自

己決定に対する認識が重要であると捉えるこ

とができる。

）自己決定を支えるサポート

支援者は、障害者の自己決定の場面におい

て、“女としての話ですね。（中略）本当に子

どもに言うような話ですね、ずっと言ってい

ます。力がはいりますね。”や“できるだけ、

反社会的でない限りは、その人の生き方とか、

その人の希望とかを実現できるその場の提供

ですね。そのチャレンジする場の提供”等の

事例中の語りにあるように、お互いに意見を

出しあうことや力を最大限に生かせるように

関わることについて述べていた。小林 ）は、

自己決定には、 判断 表示 実現 の

つの過程がある と述べている。男女交際・

結婚・育児における場面において、知的障害

のある者が、自分の意見や考えを持って、そ

れを意思表示できるかどうかは、支援者の見

高知大学看護学会誌 巻 号（ ）

やっぱし、最初から否定的なことを
言えば、うん、機嫌が悪くなりますね。気
をつけています。 同じ目線ですかね。自
分たちも、そういうことを通ってきている
と思うので。形が若干違っても、人を好き
になることは・・・

あまり、こちらから、こういう風に
すべきだよとか、そういう風なことは今ま
で言ったことはありません。

あの上から目線でなくて、自分の経
験したことだから、なるべくその目線に
戻って話してあげるようにするのですが。



守りや繰り返しの関わり等、信頼関係が大切

になってくると思われる。同時に、支援者は、

お互いの意見や考えを出しあう等、セクシュ

アリティに関わる自己決定において、判断し

ていくための情報を試行錯誤しながら提示

し、本音で必至に関わっていると捉えること

ができた。

インタビューを通して、“見守り”“情報提

供”“場の提供”“経験”は自己決定を支える

うえでの大切なキーワードであると捉えるこ

とができた。また、根気強く、周囲の者がゆっ

くりと時間をかけて関わることの大切さが示

された。支援者は、相手の目線に合わせての

関わりや支援者の考えをぐっとこらえて関わ

ることの大切さを述べている。場面場面でお

互いの関係性を振り返りながら、障害者の思

いを大切にし、どのように受け止めていけば

いいのかを十分に考えていく必要がある。ま

た、いつも同じ支援者との関わりではなく、

障害者を取り巻く様々な人々の社会的なつな

がりの中で支えていくことが大切であると考

える。

【結 論】

支援者は、知的障害のある青年期女子のセ

クシュアリティにおける自己決定は、家族や

支援者等の考え方に影響を受け、自律への葛

藤が生じること、知的障害のある青年期女子

が自律して生きていくためには、現実には多

くの支援を必要とすると捉えていることが明

らかになった。
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